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注 目する。 もちろんその 「特権的な」立場は、事実というよりも、イニシエーション
儀礼や紛争処理のスタイルなど文化的装置を通 じて想像/創 造 されたものであるが、
本論は人々をジュリに駆 り立てる一つの要因にこうしたローカルな理解があることを
示す。従来、ジュリは、祭司首長といわれたムグウェ(本論ではムキアマと表記)2)





ン儀礼)を 検討する(皿)。これ らを踏 まえてIV節では、 ジュリや ンクルンブの語 り
から、ジュリになる理由 ・動機を具体的に考察する。
1【 テ ィ ガニ ア ・メル と ジ ュ リチ ェケ
1調 査地の概要
筆者が調査 に入 ったの は、 ティガニアのなか で も、 ニ ャンベネ山塊南西 部の交通の
要衝、 ミキ ン ドゥリ ・マーケ ッ ト周辺の アボワナ(Athwanasub-lacation)とア カイ
ガ(Akaigasub-location)であ る3 。いず れ も行政上 は、東 テ ィガニ ア県(Tigania
EastDistrict)ミキ ン ドゥリ中央郡(MikinduriCentralDivision)ミキ ン ドゥリ東地
区(MikinduriEastLocation)に属す る。 ア ボワナでは、すで に1920年代 にキ リス














と牧畜の土地を有する。そして生態サイクル 年間を通じて2回 つつ訪れる雨季 と











86 ジ ュ リにな る とい うこ と
組を単位に、年齢階梯にもとつ く複数のキアマを移行するものがある。本論で対象 と
するジュリチェケは、元来コミュニティの法・政治を担 う階梯にあたるキアマだった。
こんにち、キアマといえば専 らジュリチェケを指すほどで、多 くのキアマは形骸化 し
てしまっている。
クランと年齢組は出生 と割礼 という不可避的な出来事を通 じてメル社会に生きる人
間が組み込まれる社会集団であるのに対 して、ジュリチェケは特定の手続きを通 じて
加入する任意の結社である。通常、ジュリになるのは結婚した男性、もしくは結婚適
齢期に達 した成人男性だが、手続 き(支払い)が 可能であれば、割礼 を終えた男性は
誰でもジュリになることができる6)。
ジュ リチェケは、居住地域か ら離れた場所に 「ジュリの家」(NyumbayaNjOri)
とコンパウンドをもち、活動(会 議や 「裁判」)を行う。女性と割礼前の子 ども、ジュ

















2ジ ュ リチ ェケの紛争処理
アボ ワナには4つ 、ア カイガ には9つ の 「ジュリの家」 がー 設 置 されている。 この数
字 は、 アボ ワナ ・ア カイガの領域 を構 成す る伝 統的 な地域 区分一一 伝統的 に特定 のク
ラ ンが占有 して きた地域一 の数 に対応 してい る。ただ アカイガで は、もっぱ ら「ジュ
リの本家」(KaribaNyumbayaNjOuri)に統合 されてい る。成員数 は、メ ンバ ー間
で も正確 に把握 されていないが、ひ とつの ジュリチ ェケ には20～50人 程度 の成員が
在籍 している。 またメ ンバ ー全 員がすべ ての会議や 「裁判」に出席 するわけではない。
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ジュリの身分 は終身 とされるが、高齢 に よ り活動 に参加 しない者 もいる し、「自分 の
関心のあ るケースのみ関与す る」 と述べ る者 もいる。 その時々の都合 で出席 で きない
ことは当然あ るが、重要 な会議や 「裁判」 の場合、議長 その他 のジュ リたちの前 でひ
ざまず き、許 しを乞 う必要が ある。要職(議 長 な ど)に 就 く者 が欠席 の場合 、会 議や
「裁判」 は延期 される。
以下で は、ジュ リチェケの主な活動であ る紛争処理 を通 して、こんにちのジュ リチェ
ケの プレゼ ンス を確 認 してお こう。実 に、 ジュ リチェケには、地域社会 で発 生 した さ
まざまなもめ ごとが持 ち込 まれ る。 メル社会 において、提訴(裁 判 を起 こす)は 文字
通 り 「ジュリチ ェケ に行 く」(gw筑akwaNjOriNcheke)と表現 される。 もめ ごとの
内容 は、土地問題か ら、離婚 や姦通、婚資(rurachio)などの婚姻 をめ ぐる事件、窃盗、
傷 害や殺人 とい った刑事事件、妖術師(marogi)の告発 や呪誼(kTlumi)など多岐に
わ たる。 ジュ リは、 これ らの紛 争 を、 メルの法(waathobwakim箕rα)や伝 統 的規
範(kiw趾h↑re)、「先例 」(ftuTrroriaTgaambarfrTktira)にもとづ き裁 定を下す(tagatua
↑gaamba)7)。審理 では、原告 ・被告 は もちろん、証人 などもコンパ ウン ドに召喚 され、





アリスが問に入った。兄嫁 と子 どもたち、そして騒動をいち早 く察知し、駆けつけ
た隣…人(お よび兄の友人)ギ トンガが応戦 し、その場は終息したが、アリスとギ ト
ンガはケレミとの喧嘩のなかで傷害を負った。翌日、キブリとギ トンガは、この事
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なお土地紛争をめ ぐって最後 まで結論に到達できない場合や当事者が どうしても






ジュリたちは自分たちの紛争処理を 「公正」なもの とみている。「裁判所 は賄賂を
受け取 り、判決が左右 される。公平 ・公正 じゃない。でも、ジュリは違う。賄賂で判
決が左右 されるものでない」という意見は、多 くのジュリたちが語ることである。
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リ希望者の(人差 し指を切 りつけて流れ出た)血 、雄牛の血、水、蜂蜜がポットに混
入される。ジュリ希望者は裸でひざまづき、混合物を少 しつつ飲みなが ら、宣誓を行
う。以下は、その内容の一部である。
「私は決 して、人間 に死 をもた らす ような事(妖 術 を指す)は いた しませ ん。」
「ジュリは私 の両親です。 その言いつ けには従い ます し、 いか なる時 に もジ ュリを
支 えます。」
「私 は、 ジュ リの決めたすべ ての掟 に従 い ます。 も しこれ らの約束 を破 る ようなこ
とが あれば、 このジュ リの食べ物 が私 を殺 すで しょう。」[Rimita1988:48-49]








最終段 階 には、 メル社会 で崇拝 される祭 司首長、 ムキアマが関わる。エスノ ヒス ト
リー によれ ば、そ もそ もジュ リチ ェケの原型 は、最初 のムキアマを補佐 する9人 の長
老だ ったのであ り、ジュ リとムキアマは文化論的 に重要 な関係 にあ るので ある[Rimita
l988:13-14]。さて、第三段 階の儀礼 が行われ る場所 は、 ムキアマが認定 した スワ ン
プ(湿 地帯)9)であ る。 正装 したム キァマ は、黒 い杖 と(葉 のつ いた)mfithaande
の小枝 を携 え、羊肉 を用意す る。 ジュリの新参者 は、 その羊 肉を 自分 の額 に当て、ム
キアマが彼 の頭 に葉 を置いてい る間、'次のような宣誓 を行 う。
「私 のあ らゆる物事 を神(ngai)の手 に、 そ してジュ リの手に委ね ます。 これか ら、
私 は ジュリとして生 きるつ も りです。 ジュリの掟か ら外 れるよ うな生 き方 は しませ
ん。 もしこれ を破 った なら、神 は私 と子孫 を殺す で しょう。」[Rimita1988:50]
この後、新参者はムキアマの黒い杖で叩かれ、スワンプで体を洗 う。スワンプの
近 くでは、羊肉が用意されてお り、新参のジュリは自らの首に羊肉の脂肪部二片を
付着 させる。ムキアマはその一片 を取 り除き(も う一片は首に付着 したまま)、次の
ように新参者に尋ねる 「もし上記の宣誓 を尊重 しなければ、そ してジュリの秘
90 ジ ュ リにな る とい うこ と
























ケに対する支払いを援助することもある。表1は 、「ジュリの父」が援助 したか どう
かに関わ りなく、あ くまでもジュリチェケに支払った内容のみを指 している(ゆ えに
「ジュリの父」への支払いも含まれない)。また支払いについて一人(5番)は 「回答





サバ、サ トウキビ)、薪が支払い内容 とされる。蜂蜜(酒)や カザコロ(サ トウキビ
からつ くられる酒)は 、義務ではない。また家畜を除いて、食物や嗜好品の供出量は
結婚しているかどうかに応 じて差異があるという。未婚や結婚初期の場合、既婚者に






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































払 う家畜の数が雄牛2頭 、ヤギ5頭 、ヒツジ1頭 と決められてお り、「みな平等」と
のことである。だが、データはすべての人に同じ支払いが課 されるわけではないこと
を示 している。雄牛はたいてい1頭 だが、2番は要請 される家畜のすべてを2頭つつ
支払っている。同じアボワナのジュリチェケに属する1番 は、雄牛 と雄ヤギを4頭、
ヒツジに関しては1頭 のみである。なかには雌牛 を支払った者(7番)が いた。ヤギ
の数も決 して一定 していない。雄ヤギを1頭 しか払わない者 もいれば、複数支払 う者
もいる。なにより13番は雄ヤギではなく、すべて雌ヤギを払った。
またイニシエーション儀礼 を進行させるうえで重要な家畜の支払いについては、一











で購入 し、支払いに当てるという者 もいる。たとえば、バ トリック(11番)は、ア
ボワナに設立されたコーヒー工場で働いていたが(1987年か ら92年までの5年 間)、
そこで貯蓄した金を、家畜の購入に当てたという。参考までに、時代は異なるが、筆
者が最寄 りの ミキンドゥリ・マーケ ットで行った家畜価格調査(2011年8月18日)
から、家畜の値段 を表2に示 してお く。
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lVな ぜ ジュ リになるのか?
1ジ ュ リになる理由 ・動機①
以下 では、表1の ジュ リを対 象 に、「なぜ ジュ リにな ったのか」 とい う質 問に対 す
る返答(複 数 回答 あ り)を 検討 してい く。 その際、議 論を補足 するために、 ンクル ン
ブの意見11)も断片的 に取 りあげるこ とに したい。
まずジ ュ リにな る理 由の一つ に、 それが メル文化(mitfirlrfkwakim質rO)だか ら
とい うものが あ る(3・番、7・番、12番、16番)。伝統 的に は、割礼後 、男性 は年 齢階
梯 にも とつ く結社(キ アマ)に 入 り、やがて コミュニテ ィの法 ・政治の指導的階梯 へ
と移行 ・上昇 した。「昔 は、み な(ジ ュリチ ェケに)入 っていた」と言 われる ように、ジュ
リチ ェケに入 るのは慣習 的に 自明な流 れだ と考え られていた ようであ る。90代の ジュ
リ(10番)は 、「当時(1950年代 のこ と)、ほ とん どが ジュ リチ ェケのメ ンバー になっ
ていた。 ンクル ンブのままでいる方が、む しろ稀 だった」 とい う(2010年9月1日)。




役職(othce)と考えられて きた。 コミュニティの統治は今や国家に委ね られていな
がらも、メル 「政府」に自分や代表を送 り込むという伝統的な見解は残っている。「将
94 ジュ リに なる とい う こ と
来、ジュリになるつ もりだ」と答えたンクルンブ(40代後半)は 「この子 どもたち
が成長 し、親の義務を果たしたら、 自由になる。それからジュリになる。私は、父を
継 ぐ。一家に一人は、代表者をジュリチェケの中に入れる必要がある」と明言 した(2011























ていないようである。彼がジュリになった理由は 「文化をもっと深 く知 りたい」「ジュ
リのなかでどんなことが行われているのかを知 りたい」「財産を守る」であった。こ




13番)。なかには父親に 「ジュリにならなければ、呪誼するぞ」 と脅迫 された者もい
た(10番)。こうした父親側の背景には、上述 した複数の理由(文化的に自明な流れ、
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家族の代表を議会に送る、文化 を知る)、そ して次にみる 「有利な立場」をめぐる利
害関心があったと考えられる。
強制的にジュリにさせ られた例 として、17番がいる。彼は、飲んで酔 っ払っては
問題を起 こす 「不良」であった。あるとき、いつ ものように酔っていたムリエラは、
ンクルンブの分際でありなが ら、ジュリチェケのコンパウンドに立ち入 り、それに激
怒 したジュリとケンカしたというのである。不良行為への 「罰」として、またコンパ




2ジ ュ リになる理由 ・動機(i}一有利 な立場?!
ジュリになった理 由 として、「自分 の財 産や畑 を守るため」と答 えた者 がいる(10番、
12番、16番)。ある ンクル ンブ(20代)も 、「なぜ ジュリにな りたいのか?」 とい う
問いに対 して 「ジュ リになれば、 自分 の畑 を誰かに奪 われ ることはない」 と答 えてい
る。 ここには、ジュリになる/で あ ることの「利 点」が示唆 されている。以下 では、ジュ
リ とンクル ンブの関係 に注 意 しなが ら、ジュ リであ ることの 「利点」 を考察 してい く
こ とに しよ う。
まず ムル ンギ(5番)は 、 ンクル ンブが ジュ リにあ えて挑戦す る ような ことはない
とい う。
(ジュ リになった)私 は、 もう怖 くない。何 も恐れ てい ない。 ンクル ンブ は、私 を
脅 した りは しないか らだ。なぜ な ら、彼 は、私が法や何 もか も知 ってい る とわか る
か らだ。 ンクル ンブは誰 もジュ リを脅す ようなことは しない。 なぜ な ら、私 は ンク
ル ンブ じゃないか らだ。…… もし誰かが私 にチ ャレンジ したい と思 ってい た として
も、彼 らはそれが不 可能だ とい うことがわか ってい るのだ。(2011年8月13日)
ここには、 ンクル ンブ どうしでは生 じて しまう紛争で も、一方が ジュ リの場合、 回
避 される ことが表明 されてい る。では なぜ、 ンクル ンブはジュ リに対 して紛争 を持 ち
かけないのか。 ムル ンギ は 「ンクル ンブが ジュ リと喧嘩す る ことは難 しい」 と述べ、
次の ように続 ける。
彼 ら(ジ ュ リたち)は 、 ンクル ンブ も同様 に支援す る。 しか しあなたが ジュ リであ
る場合 、土地その他 の紛争で、彼 ら(他 の ジュリた ち)は ンクル ンブよ りもあなた
の方 を支援す るだろ う。 ジュ リである ことは、有利 な立場(betterposition)につ
いている とい うことなのだ。(2011年8月13日)
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紛争処理においてジュリは、ンクルンブよりも同じジュリの肩を持つ というのであ
る。ジュリになる理由の一つ として、「ジュリになれば、 自分の抱える紛争を有利に








もイニシエーションを受けていて、初めて水平な状態か らスター トする[久 保山
2011:95]。(括弧内は筆者補足)
こ うしたジュ リとンクル ンブの力 関係 は、紛争 をきっか けにジュリになった という
こ とに顕著 に現 れている。実に、イ ンタヴューを したジュ リの中には、(ジュ リにな る)
当時、 土地や財産 にかかわ る紛争 を抱 えてお り、 「ジュ リになれ ば、そ の問題 を適切
に処理 で きる と思 った」 と答 えた者 が複 数いた(9番 、10番、11番、14番)。ある ン
クル ンブ(40代)は 、 キ リス ト教徒 であ るこ とを理 由にジ ュリになる こ とを拒 否 し
つつ も、「もちろん、そ うい う人(キ リス ト教徒 であ りなが らジ ュリになる人)も い
るが、 きっと土地 問題 を抱 えて いるか らだ ろう。 それが ジュ リへ と駆 り立て るのだ」
と述べ た(2011年8月17日)。 相手 がジュ リな らば、 自分 もジュリにな り、 「水 平 な
状態」 に しては じめて、「問題 を適切 に処理」す ることがで きる。バ トリック(ll番)
は、そ う考 えてジュ リになった者 の一人である。
【事例概 要】
バ トリックが ルワ ンダに植 えた木 は、あ る男性(ジ ュ リ)に よって切 り倒 され、
私的 に使用 され た。バ トリックはクレー ムを表明 し、その男性 との対 立 を深めてい っ
た。 当時、ンクル ンブであ ったバ トリックは、この もめご とを機 にジュ リになった。
しか しジュ リチ ェケの審理 で、 その男性 がムザー ラか らの移住者 であ ること、無一
文の彼 に対 してバ トリックの祖父が 「家族」 と認 め、居住 地のほか さまざまな便 宜
を取 り計 らったこ とな どが 明 らか になった。 こうしてジュ リチ ェケはバ トリックと
その男性 を同 じ 「家族」 だ とみ な し、 ジュ リたちの進言 どお り、バ トリックはその
男性の不法行為 を許す こ とに合意(gw童 ↑kania)したのだ った。













ジュリチ ェケ は公平 だ。 ジュリになったか らといって、必 ず しも事 を有利 に運べる
わ けではない。その人 が間違 っている な らば、負 けて しま うだろ うよ。(2010年9
月1日)
アカイガ ・ジュリの書記官ムガンビ(14番)は、「自分の家族や知人がジュリチェ






































催 されていた。1962年に建立された歴史的建造物である 「ジュリの家」 は、補修工










ケの落日は、いつの間にか 日の出の勢いを取 り戻 しているといってよいだろう。
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付 記
本論の資料 は、筆者 がテ ィガニ ア ・メルを対象 に行った計2か 月(2010年8月～9月 、2011年8月～
9月)問 の調査 にも とついてい る。調査 は、科学研 究費補助金 ・基 盤研 究(B)「ケニアの農村 と都市 に
おけ る法の公共性 に関す る社会 人類学的研究」(研究代表者:石 田慎一郎(首 都大 学東京人文科学研究科
准教 授)、課題 番号:22401042)のもとで行 われた。メル語の表記 につい ては、未統 一のメル語の正書法
に精力的に取 り組むム ガンビ氏(S.A.MugambiMwithimbu)と石田慎一郎氏 に教示 を賜 った。
注
i)ケ ニア共和国では、2010年の新憲法の もとで、州制度 は廃止 され、47のカウンテ ィに再編 されることになっ
た(2012年実施)。これによ り、近 隣のエ ンブやイシオロな どとともにイース タン州 を形成 してい たメル
族の領域(図 参 照)は 、 メル ・カウ ンテ ィとい う独立 した行 政単位 になるこ とが決 まった。 しか し本論
が もとつ く調査は制度実施前 に行われた こともあ り、従来の行政 区分 を採用 している。
2)ジ ュリチ ェケ論 において、 リミタはムグウ ェ(Magwe)をムキアマ(Makiamma)と同義で使 ってい る
[Rimita1988:13]。また加藤 も、 テ ィガニ アの 「右 」の地域(イ オキ)に はム グウェが、「左 」の地域
(アボ ワナ)に はムキアマが配置 され ていた とい うが、両者 に実質的 な違い はない とい う[加 藤2001:
94]。
3)1999年の国勢調査に よれ ば、 アボワナの人 口は4618人(838世帯)、ア カイガの人 口は9034人(1678世
帯)で あ る。
4)テ ィガニ アの生態環境 につい ては加藤[1987]を参照 されたい。また伝統 的な社会生活 については、ニャ
ガの研究[Nyaga1997]も参考 になる。
5)ギ チ アロ とは 「義兄弟」 を指す。あ るクラ ンは、特定 の二 つの クランとこのギチ アロ関係 を結 び、 クラ
ン成員 はこれ に拘束 される。先行研究 で挙 げた石 田の研 究は、ギチ アロに焦点 を当てる もので ある[石
田2011,2006,2003]。
6)リ ミタによれば、 ジュリになれ るの は、既婚 男性、結婚適齢期 の男性、そ してラマラ(Lamala)割
礼後の男性が行 う宣誓一 を経験 した男性 であるという。その意味 で、ジュ リになる必要条件 として は「割
礼後」 とい うことになる[Rimita988:47]。
7)メ ルの人々 は、原 告(mathiitaangani)や被告(mithiitangwa)、証人(makaaji)、命令(kUgiitarwfi)、
棄却(9tltiigaamba)など、紛争処理 に関わ る語彙 を多 くもってい る。
8)キ ズ ィ リは一家族 をすべ て崩壊 させ て しまうほど危 険な行為だ と考え られてお り、めった に実施 されな
い。筆者 は見 るこ とがで きなか ったが、加藤 の簡 潔な まとめ を示 してお きたい。 「キズ ィリはシロア リの
巣 の地中部分 に深 く掘 られた穴 で、子 の中 に、一方 の他方に対す る呪誼の言葉(こ れは棒 きれ に置 き換
えられる)、蜂蜜酒、ヤ ギの内臓 な どを投げ入れて石で蓋 をするのであ る。キズ ィリは虚偽 を語 った者 と
その家族 をいずれ次々に死 に至 ら しめるのだ とい う。キズ ィリは文字通 り 「そこですべてが終わ る場所」
なので ある」[加藤2001:97]。
9)こ の儀礼が行 われ る湿地帯 の一つ は、現在のアボ ワナ、ケ レマチ ョロ山の麓 にあ るムポ ロコ(Muporoko)
である。
10)「ジュ リの父」 は、 ジュリ希望 者に とって代理父 ともいうべ き人物であ り、 ジュリになる際の経 済的支援
だけでな く、人生で直面す るさまざまな問題の カウンセ リングや指南(guide)を務め る。彼 に対す る尊
敬や服従 は、生物学 的父に比肩 しうる もの とさえいわれる。
11)ンクル ンブ に対 しては、「あなたは ジュ リにな りたい ですか?」 「な りたい/な りた くないの は、 どの よ
うな理 由か らですか?」 と質問 した。
100 ジュ リにな る とい うこ と
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